
８月１日（日）文化の家・森のホールで「フレンズのつどい Ｐａｒｔ１２」が行われました。
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フレンズのつどいPart.12 TENGO 情熱のライブ 

迫力ある演奏が聴衆を魅了！ 
 

 今回は、巧みな演奏テクニックと情熱的

なメロディのジプシーユニットＴＥＮＧＯ

のライブでした。 

ジプシーヴァイオリンの天野紀子さん

（５６歳）、アコーディオンの後藤ミホコ

さん（４６歳）の「おばちゃんユニット（自

称）ＴＥＮＧＯ」の、力強く情熱的な演奏

に 1 曲目から惹きこまれました。 
 ヴァイオリンの天野さんは、身体全体を

使ったエネルギッシュな演奏でありなが

ら、音を完璧にとらえ、アコーディオンの

後藤さんは、重さ１２．５キロあるという

愛器を立ったまま演奏する、その力強さが聴衆を 
圧倒します。 
 「チャールダーシュ」「チゴイネルワイゼン」「ハ

ンガリー舞曲」など、耳に親しまれた曲。「ロシア

ンクラシック」などのメドレー曲と、さまざまな

ジャンルの曲をＴＥＮＧＯ風アレンジで次々に演

奏。 
天野さんの「ジプシーヴァイオリンとは」の説 

明では、「キラキラ星」を題材に、クラシック風と、

ジプシー風に弾き比べてわかりやすく説明し、「ジ

プシー音楽の、心から湧き出るものを本能で出して

いる部分に惹かれる」と熱く語られました。 
 また、ユニット名「ＴＥＮＧＯ」は、天野さんの

「天」と後藤さんの「後」からとったというお話に

場内は爆笑。「やりたいこと、挑戦したいことがた

くさんあって、まだまだ頑張る」「自分の気持ちを

強く出せるように、理想に向かっていきたい」との

お二人の言葉に、客席から共感と応援の拍手が沸

き、あっという間の 1 時間半でした。 
 終演後のＣＤ売り場と、サイン会は長蛇の列がで

き、１００枚用意されたＣＤもほぼ完売です。 
熱演のあとなのに、疲れも見せずサインと握手、

観客との会話を楽しむお二人の姿に感動しました。 
 また、観客がＴＥＮＧＯのお二人にかける言葉は

みな、満足感があふれるものでした。 
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